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第１章 本研究の背景と目的  
 

































































     表１ 学生生活サイクルの特徴（鶴田，2010 を参考に筆者が作成） 
 入学期 








































































































































































































































































































































































第６節 国内外の自己に関する心理学的研究  






















































































































































































表２ アイデンティティのための恋愛と自己のための恋愛の特徴  
 アイデンティティのための恋愛  自己のための恋愛  









成熟した自己対象欲求  太古的な自己対象欲求  
 
 


























から，日本では 1980 年代から始まっている。そこで，2018 年５月から７月に，大学生の
恋愛に関する国内外の心理学研究の検索を行なった。国外の論文については，アメリカ心








いては含めていない。検索の結果，国外の研究は 45 本，国内の研究は 21 本が収集された。



















































































恋愛関係崩壊時 恋愛の特徴 2 1
恋愛と精神的問題 2 1
アイデンティティ 0 1





























を扱っているとする条件として，①Cl は青年期にあたる，10 代後半から 20 代までとする，




収集した論文それぞれについて，Th と Cl のジェンダー，Cl のジェンダー以外の属性
（年齢と職業），Cl の主訴，親子関係に見られる特徴，及び Th による介入の記載がある恋
愛問題，それに対する Th の介入の様子と Cl の反応，その後の Cl の恋愛の展開について
整理した。 
 
（１）Th と Cl のジェンダーの組み合わせ別の論文数  
 Th と Cl のジェンダーの組み合わせを，男性‐男性，男性‐女性，女性‐男性，及び女
性‐女性の４つに分類してそれぞれの論文数を調べた。その結果，順に３本，９本，６本，






係成立前」が 11 本，「恋愛関係成立時」が１本，「恋愛関係継続時」が 17 本，「恋愛関係崩
壊時」が４本，「恋愛関係崩壊後」が５本，そして「恋愛全体」が１本となった。なお，本
研究における恋愛問題の中には，Cl が Th に恋愛感情を抱くという転移性恋愛も含んでい
るが，それらを「恋愛関係成立前」に分類した。  
 先ほど示した Th と Cl のジェンダーの組み合わせ別の論文数とかけあわせた結果，最も
論文数が多かったのは，女性 Th と女性 Cl との組み合わせにおいて，「恋愛関係継続時」
















































































































ィと恋愛との関連を検討した研究を検索したところ，国外では 1 本，国内では 5 本存在し
ていた。 
















































































第２章 女子学生の恋愛の特徴と学生相談における恋愛相談の実態  
 














































































































東海・近畿・中国地方の大学に在籍する大学生 352 名（19 歳から 24 歳）を対象とした。 
回答に不備のなかった 300 名（85.2％）を最終的な分析対象とした。平均年齢は 19.29






































































































































りも高いことが確認できた（t(297)=2.06, p<.05; t(201)=2.68, p<.01）。 
 
（４）被受容感，自己構造の安定性，及び恋愛様相間の関連  
























































    
    
    
    
    
   
   

































    
    
    
    
    
   
   
   
    
    






























    
    
    
    
    
   
   
   
    
     
    
   
   
     
    









象への恐怖」である者が 57 名（28.6％），「恋愛成就困難」である者が 106 名（53.3％），
「恋愛継続困難」である者が 100 名（50.3％），「その他」が 20 名（10.1％）であった。  
 
②恋愛相談の状況 
 恋愛の悩みをもつ者のうち，相談経験者は 171 名（85.9％）であった。相談の相手が「同
性の友人」であった者が 160 名（93.6％），「異性の友人」が 101 名（59.1％），「家族」が
36 名（21.1％），「先輩・後輩」が 38 名（22.2％），先生が 13 名（7.6％），専門家が 0 名，
その他が５名（2.9％）であった。  
 相談において相手に求めることでは，「気持ちの受けとめと理解」が 128 名（74.9％），
「アドバイス」が 133 名（77.8％），「一緒に解決行動」が 27 名（15.8％），「つらさの慰


























































































































男性よりも多く（女性 74 名，男性 27 名），40 代が最も多かった（38 名，37.6％）。また，
常勤及び非常勤をあわせるとカウンセラーが最も多かった（73 名，72.3％）。加えて大学
種別では私立大学が最も多く（64 名，63.4％），学生数は 1000～5000 名規模が最も多か
った（36 名，35.6％）。  
 
（２）恋愛相談経験 
恋愛相談経験の有無を尋ねたところ，属性の欠損値のない 101 名のうち，79 名（78.2％）
と約 8 割の者が恋愛相談を経験しており，恋愛相談を経験している者がそうでない者より




名，男性 58 名）。 
 一方，恋愛問題以外の主訴で来談したが相談の中で恋愛相談も行なった学生では，恋愛
問題を主訴として来談した学生と同じように，女性のほうが男性よりも多かった（女性 161









に関して分類を行った。結果を「資料・付録」内に掲載した表 10 から表 15 に示した。恋































 恋愛関係崩壊時の恋愛相談件数は 12 件であった。恋愛関係継続時と同様，肯定的な内







 恋愛関係崩壊後の恋愛相談件数は 16 件であった。恋愛関係継続時及び崩壊時と同様，
























































































































































































































































































































































































































































































































































第１節 問題と目的  

















































































 男性から告白されると気持ち悪くなることと子どもの頃の経験との関係が気になった。  
 
第３項 家族構成 
 父親（50 代，会社員），母親（50 代，パート事務職員），長兄（20 代後半，会社員，１










いる。なお，A に対しては，週１回 50 分のカウンセリングを継続実施し，休暇期間中も面
接を実施した。  
 
第３節 面接経過  
 面接過程を 3 期に分けて報告する。「 」は A，＜ ＞は筆者（以下，Co），『 』はその
他の人物の発言である。 
 












の後 1，2 年ぐらいの間，性的虐待が続いた。当時 A はやっとの思いで母親に被害を告白




くいことがある」と Co をじっと見つめて訴えた。  






人が複数存在したことに Co は少し安心した（#1）。 




と言った。Co は A の心理状態の不安定さは，性的虐待被害経験に関連する心理的影響の







と母親から聞いていたこと，A が中学 3 年から高校 1 年であった２年間，母方祖母と同居































このように，#1 から#5 にかけて Co は現在もみられる性的虐待被害経験による心理的
影響と思われる心理的苦痛に共感的応答を続け，A の自己の発達の再開を待った。 
 










とに A が不満を感じていると Co は考えた。 
#6 から#9 にかけて A は，指導教員に対する不満について，怒りを露わにして話し続け
た。A の自己は激しい怒りを心の中で緩和できるほどの凝集性を備えていないのではない
かと推測した。そこで，Co は A の怒りの強さに圧倒されつつも，A が指導教員に対する
怒りを表出するたびに，＜それは怒りたくなりますね＞と共感的応答の姿勢を崩さないよ




















安は，#13 における「別のゼミ生 F が催しで披露する出し物を 1 日でマスターしたので，
指導教員から一番良い評価をもらうのではないかと思うとイライラする」との発言にも表














た。それに加えて，Co は，#2 での母親の仕事に関する A の発言のこともあり，A は母親
が A よりも職場に関心を寄せていると思って自己対象欲求が満たされない悲しみを感じ
ているのではないかと推察した。こうした推察のもと，Co は前述の A の発言を傾聴した。  
#15 で A は催しの準備を引き受けすぎる自分に呆れていたが，催しが終わった#16 では
「出し物が成功し，指導教員も『よくできていた』ととても喜んでくれた」と喜んだ。そ













ると Co は思った。そこで，Co は A が母親に大切に扱われていないと考えて失望している
と考えつつ，＜それは残念でしたね＞と応答すると，A は表情を明るくして「はい」と嬉
しそうに返答した。続いて「体調の悪さを指導教員に訴えると，研究室での仕事を免除し
てくれた」と嬉しそうに話した。この#16 と#17 に見られた展開から，A が適切に応答し
てくれない母親への怒りを受け容れることが可能なほど自己が発達したと考えられた。ま








第３項 第Ⅲ期 #19～#29（X 年 12 月～X＋1 年 3 月）卒業期の課題達成  













です(#22)」と訴えるなど，次兄への恐怖が高まっている様子が見受けられた。Co は A の
強い恐怖を感じ取り，十分な共感的応答が求められる場面であり，ここで共感的応答を十
分行うことは，A が Co との間で新たな自己対象体験を獲得する好機であると考えた。し







すね。よく乗り切りましたね＞と労うと，A は笑顔で大きくうなずいた。  
この時期，卒業研究の大詰めを迎えており，A は「自分の卒論がおろそかになるのが怖
いので(#20)，研究室の仕事の手伝いは減らそうと思います(#21)」と卒業研究を現実的な





りの強さは#6 から#9 の時と変わらないように Co には感じた。これは，A の自己の凝集性
が高まっているものの，卒業期の課題が大きな心理的負担となり，自己が弱まっていると

























が現れているように Co には感じられた。  





われた。引っ越し等の準備で時間がないことから#29 で終結となった。Co から#1 で A が
話していた自室で天井を見上げていると気分が悪くなるという症状の現在の有無を確認す




























































































(Lichtenberg et.al.,2010; Stolorow et.al., 1987)。カウンセラーの共感的応答は，A が面接
の中で示した次兄への恐怖や怒り，母親への不満，及び指導教員への怒りにだけ向けられ
ていたものではない。表明された情動の背景にある様々な情動，例えば，#14 のように，































第５節 おわりに  
繰り返しになるが，卒業期の学生相談において，学生が卒業を望んでおりかつ実現可能
性があると判断される場合には，卒業期の学生相談では基本的に卒業期の課題達成を目指































第４章 「自己のための恋愛」を繰り返す女子学生との面接過程  
 
第１節 問題と目的  




























































































いる。なお，B に対しては，週１回 50 分のカウンセリングを継続実施し，休暇期間中も面
接を実施した。  
 
第３節 面接経過  
面接経過を３期に分けて報告する。「 」は B，＜ ＞は筆者（以下，Co），『 』はその
他の人物の発言である。 
 







ったが，H の申し入れを受け入れた。B は H から振られた原因として，H に言われたわけ


















象欲求のあらわれであると考えた。そこで，Co は B の自己を弱らせることのないように
配慮をする必要性を感じたので，B の主訴の解決に焦点を合わせて継続面接を行うことを
提案したところ，B は即座に了解した。  
その後，「H に未練があったが(#２)」,「もうどうでもよくなった(#３)，彼氏をつくりた
い(#３)」と態度を一変させて表情も次第に明るくさせた。あまりの気持ちの変わりように
Co は戸惑い，＜え，そうなの？＞と驚くも，B は Co の反応を全く気にしていない様子で
あった。#４にて Co が交際相手に求める条件を尋ねたところ，「自分の話を聞いてくれる














７ヶ月後，B は SNS で知り合って２ヶ月交際した社会人男性 I から突然別れを告げら
れて，前回と同じぐらい抑うつ的になったので相談したいとのことで再来談する(#６)。Co
は，B が H のときと似たような交際をしてうまくいかずに抑うつ的になって困っているの
ではないかと心配していたため，B が再来談したことで安心した。B によれば，SNS 上に











凝集性を強化できるように対応し続けた。例えば，#７において，B が I から振られたこと
について，「隠し事をした理由を聞いただけで振られるのはおかしい」といかにも不満そう
に話した。それに対し，Co は，I が B の望んでいることと少しでも異なることを行なうの
を許さない B には，I から別れを告げられることは全く納得できないだろうと理解した上
で，＜おかしいですよね＞と B の気持ちに寄り添って応答した。また，この時期の B は，
#１で Co が B の心理的課題を指摘したときのように，少しでも B の感じ方に Co が共感し
ていない言動をすると，不自然に大笑いをする反応を示し，一貫して同意しか求めない態
度を示していたので，Co は B の自己対象欲求が太古的なものであると判断した。  
#10 にて，B は，バイト先の社員数名が共同で起業をするために退職することを，残留
する社員から教えてもらったことについて話した。B は，退職者の中で特に B が信頼を置
いて色々と相談していた J（40 代男性）から，退職することを事前に教えてもらえなかっ
たことに大きなショックを受けていた。  












己否定を強める B の様子から，B の自己の凝集性の低さを感じた。  
「Q 県に進学した出身高校が同じ男性の先輩 K から遊ぼうと言われているがどうすれ




と言うと，B は Co に自分自身の気持ちを理解してもらったことに満足しているかのよう
に，深くうなずいた。  














心の痛みであることが Co に伝わってきた。そこで Co は，B の自己の凝集性の弱さは，母
親の共感不全による太古的自己対象欲求の満たされなさが原因であるのではないかと推察
した上で，B の心の痛みを受けとめて＜そうなんですね＞と共感的に応答した。すると，
B は安心した表情を示した。  




#16 にて，B が休暇期間ぐらいは羽目を外してもいいだろうと判断して，#16 の前日に
小遣いを多めに使った後，母親に報告すると，母親から叱られたことをくやしそうに訴え
た（日常的に母親が B の小遣いの使い道を細かく管理していた）。そして「父のところに
行きたい」と語った。B は父親に年に数回会っており，母親と比べると B の話に耳を傾け
てくれて，成績が優秀であることも評価してくれているとのことであった。しかし Co は，
父親が母親に DV をしていたと聞いていたので，父親との関係が安全なのか気になり，＜







共感しながら応答すると，B は静かにうなずいた。  
B が「職種 P に未練が少し残っているけど，母親に止められただけではなく，自分でも
職種 P に就くための準備をすることに負担を感じるようになってきたので，もう目指す気
はなくなった」と話した(#18)。そこで，以前から B が少し興味を示していた職種 R への
就職を検討することを Co が提案すると（#18），すぐに職種 R の就職対策講座を申し込み，
受講し始めた(#19)。Co は B が主体的に自分自身の進路を検討するようになったことに安
心する一方，Co が提案した職種 R への変更をすぐに F が選んだことから，F の Co への依





そっけなかった」と残念そうにする。Co にも B の残念な気持ちと淋しさがひしひしと伝
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＃22 では SNS で知り合った男性 L に好意をもったと話した。B が他の女性と交流して
いることに嫉妬していることを L に伝えると『嫉妬してくれて嬉しい』と言われ (＃23)，
『B を特別な存在と思っている』とも言われて嬉しかったと話した (#27)。しかし，その後，
L と何度かデートしたのちに，他の女性への嫉妬を再び L に伝えると，『もう会うのをや
めようと思っていた』と別れを告げられたとのことであった。ただこれまでのような話し
合いのないままの別れ方と違い，別れを告げられたときに B と話し合うことができた。そ
の話し合いのときに，L から，L 自身の目標実現のための時間の確保を優先したいので B
の望みどおりに一緒に過ごす時間を取れないことを謝られた。B は L に B の淋しさを理解
してもらえたと感じたので，納得して別れを受け入れることができたと満足した様子であ
った（#33）。 
次の＃34 には気持ちを切り替えて失恋に伴う落胆は全く見せず，改めて職種 R を目指
す強い覚悟を示した。  
Co は B がこれまで自己の立て直しのために次の恋愛へと進んでいたありかたから，自
己の人生設計という生産的な方向へと進むようになったのは，自己のまとまりが強固にな
りつつある証拠と捉えた。そこで，B が職種 R に就くために努力していることを嬉々とし
































が職種 R に挑戦することは通常ないと思うのですが＞と指摘すると，B はすぐに「そうか
もしれない」と納得した(#46)。 
就職活動にまつわる話題と並行して，B は交際していた M と大喧嘩をして，死にたい気
分になったと嘆き(#44)，「M を煽って，わざと M に B を振らせた」と自暴自棄的な行動
に及んだことを告白した(#47)。Co は B が恋愛関係における統制力を高めている点では自
己の凝集性が強固になっている証だと思う反面，自暴自棄的に関係を破壊してしまう自己
のもろさも依然残っていると判断し，引き続き，B の情動の背景を理解しながら共感する
ことで良好な治療関係を維持して B の自己を支え続ける必要性を強く感じた。  
#48 と#49 では，他のゼミ生にやさしい指導教員が B にだけ厳しいことに落胆するとと
もに，B に対して相変わらず口うるさく帰宅時間が遅いことや家事を手伝わないことにつ
いて注意してくる母親への怒りを示した。  









うですよね」と B の表情が明るくなった(#50)。 
そんな中，バイト先の元同僚の男性 J から久々に連絡があり，何度か遊びに誘われて会
っているうちに，『女性として魅力的』と言われたと喜ぶ。B は J からの誘いを，B の高い









Co は先ほどの口調は厳しすぎたと反省し，今度は B を過度に不安にさせないように配慮
しながら，＜そうですか。でも十分気をつけてくださいね＞とやんわり警告した (#51)。B
は J と高校生のころから交流があり，その当時から J の教養の豊かさと知性の高さに強い
憧れを抱いており，J に恋愛感情を持ち続けていたことを語る(#52)。その後，B は J から









しい」と話した(#54)。Co は，B が J を美化することで太古的自己対象欲求を満たそうと






気た(#56)。J は『本気で B を気に入っている』と言うが，そうではない気がすると警戒心
を示した(#57)。Co は，J との時間は B にとって大切な時間であろうと思ったので，B に
冷静になるように諭したい気持ちを何とか抑えて，B が J との交際に関して楽しそうに話
すことに可能な限り共感して耳を傾け続けた。しかし，ほどなくして「J からの連絡が減
った。気持ちが冷めたのかな」と不安を示すようになった (#59)。Co は，J が B への関心
をなくしているので，B が J にもて遊ばれる危険性は減ったと考えて安心した。しかし，
それと同時に，J との接触が減って，B が淋しく感じていることを思うと，胸が痛んだ。  




＞と言いながら，B の寂しさに共感した。以前の B であれば，交際相手との関係が悪化す
ると，すぐに「死にたい気分になった」と訴えていたが，今回はそうではなく，「淋しい。









ったとの理由で J からキャンセルされることが数回繰り返されたことから (＃65-67)，B は
J との交際継続への希望を失くし，「もう J の連絡を待たなくなった」と寂しそうに話した
(#68)。なお，J との交際中，B は就職活動に力を入れず，「このまま（卒業後も）バイトで
もいいかも」(#65)と将来に対して投げやりな姿勢が見られたが，J からの連絡が途絶える













その後，B は O の SNS 上の女性の交友人数がかなり多いことから，相手にされるわけ
がないと思い，しばらく O に連絡せずにいた。しかし O と親しくなりたいという気持ち
を諦められず，勇気を出して O にメールを送った。すると，すぐに O から返事がきたこと
で，O に嫌われていないとわかって安心したと嬉しそうに話した (#74)。 




離が縮まったと感じた。嬉しい」と表情を明るくさせた (#78)。Co はこれまでの B のよう
に性急に恋愛対象と親密になろうとするのではなく，相手の気持ちを尊重しつつ関係を深
めていこうとしている B の姿をほほえましく思いながら，＜O との距離が縮まって良かっ











ですよね＞と共感すると，B は大きくうなずいた。  
そして，B は O とデートしたことを喜んだ後（#81），最近，死にたい気持ちが収まって
いることを報告した(#82)。また，O から一緒に趣味の活動を始めようと誘われ，「O に認
められた。嬉しい」と話した(#84)。 
#86 にて，職種 R の最終面接で手ごたえがあったことに安心した。その後，SNS 上で新
たに知り合った同年代の女性２人と頻繁に交流するようになるとともに，「O が卒論の完
成を楽しみにしてくれているので頑張ろうという気になっている」と喜んだ (#87)。 





断キャンセルを１回した後しばらく来談しなかった。Co から予約日の 1 週間後に連絡を 1
























したね＞と B の悲しみに共感した。  
その後，B は卒業半年後に Co を訪ねてきた。「職場で同僚の先輩たちからかわいがって
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もらって，O とも仲良くしている。今が一番幸せ」と明るい表情で語った。  
 
第４節 考察 
第１項 B の自己と恋愛関係における変化 
B は，学生相談室に来談する以前において，学業で優秀な成績を修めることや友人関係
の使い分けといった２次的構造を形成できていたことにより，学生生活に適応できていた。







H に対しては H が B の一部であるかのような関係を H との間で形成することを求めたこ




ったと考えられる。そこで B は，以前からの自己対象であった H に対し，太古的自己対象
機能を求めたと推察される。つまり，B の H との恋愛関係は ,太古的な自己対象欲求を満
たして凝集的な自己を獲得しようとする「自己のための恋愛」であったと推察される。こ
うして太古的自己対象機能として求めた H を失い，自己が断片化した B は，凝集的な自
己の獲得を求めて学生相談室に来談したと考えられる。  
面接を開始して次第に B は自己の凝集性を高めた。そして５回目の面接において，B は
ある程度，自己が凝集化されたことに満足し，面接の終了を求め，Co も受け入れた。しか
し，中断７ヶ月後，#６にあるように，次に交際した I により太古的自己対象欲求が満たさ
れなくなったことで再び自己の凝集性が不安定となり，来談した。B は I に対して H と同
じように太古的自己対象機能を求めていた。しかし，I との間では２ヶ月と，H との交際








 その後，B は母親からの自立を求める発言をするようになった(#18 及び#23)。これは，
B の自己対象欲求の成熟の兆しであると考えられる。  









また，#37 から B は，母親による共感不全が自分自身の心理的健康さを獲得することがで
きない大きな原因の１つであるとの洞察を示した。これは根本的な自分自身の課題に向き
合うことができるほどに自己の凝集性が強固となったことの表れと推察される。  








順調に続いたと推察される。しかし最終的に J が B との連絡を絶ち，B は太古的自己対象
欲求を満たせなくなった。ところが B は自己の断片化を起こすことなく，就職活動や卒業
論文作成に力を注いだ（#68）。これは，B が J との交際と別離を経て太古的自己対象欲求
を成熟させることができ，就職活動や卒業論文作成という現実的課題達成につなぐことが
できたことの表れと考えることができる。  












第２項 B の自己対象欲求の変化 






る行為は，I に B の気持ちを最優先に考えて，偉大で完全である存在として承認してほし
い気持ちの表れと推察される。これらのことから，B が H や I に向けていたのは，太古的
鏡映自己対象欲求に相当していたと考えられる。  




いことへの不全感との関連性を示唆していたと考えられる。つまり，B が H や I との恋愛
問題で心理的危機に陥った原因は，母親への太古的鏡映自己対象欲求の充足不全を根源と
する太古的な鏡映自己対象欲求への固執であったと推察される。 
また，第１期の終盤において，B は L と交際したのち，納得のいく形で別れることがで
きた。B は H や I と同様に，L に対しても，自分一人だけに関心を向けてほしいといった，
太古的な鏡映自己対象欲求の満足を求めていた。しかし，H や I との交際時とは異なり，
別れ話をした時に L からの共感的応答を受けることができた。H や I に比べると，L の共
感性が高かったと考えられるが，L の共感性を引き出せるほど B の自己対象欲求が成熟し
ていたので，別れ話の際に B が L に共感される体験を得ることができたと考えられる。従
って，B の自己対象欲求は，H や I との交際時に比べて L との交際時のほうがやや成熟し
ていたと推察される。  
 以上のことから，第１期の B にとって重要な自己対象欲求は，太古的な鏡映自己対象欲
求であったと考えられる。  
 続く第２期においては，B が高校生時から強い憧れを抱いていた年長の J からの熱烈な
誘いを受けて，J との交際を開始させた。B は J から女性的魅力の高さを評価されるとと
もに，仕事能力の高さも評価されたことを喜び，さらには交際相手として J を独占できて
いることを喜んだ。また，J は，それまでの B の交際相手とは異なり，B に対して卒業研
究に関する有益な助言をし，B の示す激しい嫉妬を寛容に受けとめる頼もしさを備えてお
り，そうした態度に B も居心地の良さを示していた。こうしたことから，J は B にとって，
太古的な鏡映自己対象であるととともに，太古的な理想化自己対象として機能していたと
推察される。そして，B は J との交際において太古的な鏡映自己対象欲求と理想化自己対
象欲求の充足を経験したことにより，精神的な安定を見せていたと考えられる。以上のこ
とから，第 2 期の B にとって重要な自己対象欲求は，太古的な鏡映自己対象欲求と理想化
自己対象欲求であったと推察される。  
 その後の第３期では，同年代の B が求めていた条件を満たす O との交際を開始させる。
B は，O から独立した存在として認められることと同時に，趣味や価値観を共有できるこ
とに喜びを見出していた。また，O と他の複数の女性との交流を気にしつつも，O の幸せ



























しかし，２ヵ月後に B は再来談した。これは，#5 までの間で B の太古的な鏡映自己対
象欲求が満たされない不全感にカウンセラーが共感したことで，幾分かはカウンセラーの
共感的応答により鏡映自己対象欲求が満たされ，カウンセラーとの間で自己対象転移が生
じていたことによると考えられる。この B の再来談に対し，カウンセラーは#5 までと同




ウンセラーと B の関係と並行するように，B は，「自己のための恋愛」を重ね，交際相手
にも太古的な鏡映自己対象機能を求めていた。その中でも，あとの交際になるほど交際相
手の視点を認識できるようになる，自己の凝集性の兆しを見せていた。  







すると，B は太古的な理想化自己対象であった J と交際を始めた。つまり，カウンセラー
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と B の二者関係において，B にとっての自己対象機能を果たしていたカウンセラーが，共




の不全感を Co が丁寧に共感することで，B は自己対象欲求を成熟させて，野心をもって
才能を発揮する方向に軸足を置き替え，卒業論文や就職活動に打ち込むことができるよう
になった。 
そして第３期には，B の自己の凝集性が高まったことで，カウンセラーと B との間の自




もに，B の恋愛関係の発達を促したと考えられる。  
 





























































































は，養育者間において暴力，すなわち DV が生じていた。この DV も，養育者の自己対象












































































第１項 クライエント  
C，大学 2 年生，20 歳。 
 








第４項 家族構成  
母方祖父母（ともに 70 代，無職），父親（40 代，自営業），母親(40 代，主婦)，C，長弟
（高校 2 年），次弟（中学 1 年）の 7 人。C は大学入学時から 1 人暮らし。C の幼少期よ
り，父親から母親に対し，怒鳴る，友人に会わせないなどの精神的暴力(DV)が続いている。  
 




























第３節 面接経過  
面接経過を学部生期と大学院学生期の 2 期に分けて報告する。「 」は C，＜ ＞は筆者
（以下，Co），『 』はその他の人物の発言である。  
 
第１項 学部生期：妥協的恋愛関係への不満(X 年 6 月～X＋3 年 2 月，#1-#30) 
#1 において，C は，父親に似た自分勝手な同級生の男性 T に好意を抱き，C の片思いに
より，正式な交際契約を結ばずに性的関係を結び，「友達以上恋人未満」の関係を約 1 年間
続けてきたことと，T を嫉妬させるために最近告白してきた T の友人 S と交際を始めたこ
とを話した。C は，「S や T との関係について考えたい」と要望したため，Co は C と継続
面接の契約を交わした。 
#2 では「以前ほど S と T を比較しなくなった」と浮かない様子で話した。その様子か
ら C の本心からの発言ではないように Co には思えた。S と T を比較しないでほしいとい
うことが Co の期待であろうと R は感じ，その期待に合わせようとしていると Co は感じ
た。さらに，Co の期待に応じる役割を果たすことが，C にとって自己対象欲求の充足にな
るのではないかと Co は考えた。この状況は，C が母親との間で繰り広げている関係性と
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同じであるように Co には思われた。しかし，C 自身も S と T を比較をせずに，S のこと
を大切に思うようになることを願っており，そうなると嬉しいと感じるのは事実であろう






度々C はこの話題を繰り返し話した。その度に Co は上記の推論に基づいて C の怒りを受
けとめた。一方，S との関係については，交友制限する S に不満を感じているにも関わら








した（#30）。それを受けて，Co も C が大学院生活に適応できるのか少し不安になった。




と思えた。そこで，Co は今回の C の進路選択を尊重し，＜大学院で過ごす時間が自分自
身を見つめ直す時間であると考えてもいいかもしれませんね＞と発言した。それを聞いて





第２項 大学院学生期：妥協した交際から妥協のない交際へ(X＋3 年 4 月～X＋5 年 3
月，#31-#74) 
（１）修士 1 年次：別れと新たな出会い(X＋3 年 4 月～X＋4 年 3 月，#31-#43)  
C は#31 で 2 年半の間に不定期な性的関係をもっていた社会人男性 U の存在を Co に打
ち明け，最近連絡を取れないことを嘆いた。また，他県に就職した S と遠距離恋愛になり，
淋しさに耐えられないとも訴えた。Co は C が S との交流が減り，自己が不安定になるこ









と訴えた（#35）。「過食は U といった S 以外の男性とセックスするのと同じで，自暴自棄
の行動なんです」と説明した。Co は#31 において C の自己の不安定化による苦しみに共
感的応答したことが，この洞察につながったのではないかと推測しつつ，＜なるほど，そ
うだったんですね＞と返答すると，C は何度もうなずいた。  
#36 では「前回に過食とセックスのことを話しても，Co から非難されなかったおかげで




なり，友人関係にある男性 V から性的関係をもつことを求められ，C も V に恋愛感情を抱
いていたので，S に悪いと思いつつも性的関係をもったことを明かした。その話から，Co
は，これまで C が面接の中で Co との間で自己対象欲求を満たすことに加えて，V という
新たな対象との間で自己対象欲求を満たすことができるようになったおかげで過食行動が
治まったのだと理解して，納得することができた。  
C は V に惚れ込んでいるとのことであったが，V が過去において次々と複数の女性と性
的関係をもってきた遍歴をもっているのを知っているので心から信頼できないと悩んでい
た。さらに「姉のように頼って何でも相談してきた，母親の妹である叔母（40 代，独身）





は，母親や叔母からの反対に伴う C の落胆や戸惑いを感じるとともに，C の自己が崩れな
いように，母親と叔母との間で新たな関係を構築する方向に C が動き出そうとしていると
考えた。同時に，C がこれまで母親や叔母に向けていた自己対象欲求を Co に向けるよう
になってきたと感じた。Co はこれらの変化を C が自身の視点を発見し，母親らの視点と





S に別れを告げた（#37）。そして，S と別れたことを報告するために C が下宿にいた V を






うのではないかと尋ねた。すると，V は『人にはしない。どれだけ C を好きかわかってほ
しい』と言うので信じることにしたとのことであった。Co は C が V の言葉を真に受けて
しまうのは，すでに V が C の理想化自己対象として機能している証であろうと考えたが，
叔母ほどではないにせよ，V が C にとって安全な存在かどうか疑問を感じた。しかし，C
の V を信じたい気持ちを尊重して黙っていた。すると，C は，V が身体障害者の妹の面倒
をいずれ看ないといけないという重圧を抱えていることを涙ながらに C に打ち明けたこ




C が父親と似て支配的で暴力的な V に好意を寄せていることは，C が母親の視点を自己
の視点と捉えているように Co には思われた。そのため，母親が父親との間で展開させて
いる自他融合的な関係性を V との間で C が繰り広げる可能性があると考えた。そこで Co
は C が V との間で自他分化的な関係性を展開し始めることを願いつつ，＜V はかなり淋し
さに弱いようですね＞と伝えてみた。C は不思議そうな表情を示すだけに終わった。しか
しその後，V が，次第に C にそばにいて欲しい時にいないと拗ねるといった反応を示すよ
うになったことを受けて，「Co が前回言っていた意味がわかりました」と嬉しそうに言っ
た（#38）。この#38 の C の発言は，V を冷静に観察していると考えられたことから，Co は
将来 C が V との間で自他分化的な関係性を展開できる可能性を感じ，希望を感じた。  
この#38 において，執拗に母親から S との結婚を勧められたときには全く興味や意欲を
示さなかった C が，熱烈に求婚してくる V との結婚には強い意欲を示した。Co は，C も
V も年齢相応の視点の確立ができていると思えなかったことから，2 人が結婚することに





Co がこの調子で C が自己を発達させるとともに，V との関係を育てることを期待して
いた矢先，C は#39 で V との性交渉により性感染症感染に罹ったと語り，V に対する怒り
を表出した。「V が C の体調を全く気遣ってくれない。V は幼稚。母に甘えている父と似




#40 で未だに母親が V を嫌うことに落ち込む C に，＜お母さんから V を否定されるの
はつらいですね＞と応答すると，はっとした表情で，「母のためではなく自分自身のための
（交際）相手を見つけたい」ときっぱり言った。Co は C の意思を支えるべく＜そうです




上記と同じ#40 にて「両親の関係に疑問を感じていたのに自分も V と同じようになって
しまっている。嫌だと思うが，なぜか満たされる」と母親との心理的距離の取りにくさに





出した（#41）。V は V の母親の地元の会社に就職してほしいという要望に従って，地元の
会社に就職することになったとのことであった。「最近，V から『C は大学院を修了したら，
就職せずに V と結婚すればいい』と言われます。でも，V の母親が V に過干渉なので，V
が自分の意思で C との結婚に踏み切れるのか心配。大学院修了後はしばらく独身でいたい
と考えています」と語った。Co は C が V を単なる心理的経済的な依存対象ではなく，対
等に関係を築く伴侶としてふさわしいかを見極めようとしていると考え，その自立的姿勢
を支えることを意識して，＜V が C としっかり向き合ってくれるといいですね＞と応答す
ると，C は大きくうなずいた。  
#42 では C の勧めにより V が V の母親に対して，過干渉を止めてほしいと訴えたとこ
ろ，V の母親は精神的にショックを受けて寝込んでしまったと V の父親から聞かされたこ
とを不安そうに話した。Co は C が V の心理的自立を促せた喜びと V の母親への罪悪感と
の葛藤で苦しんでいると理解した。そこで，両方の感情を捉えて，＜それはショックな出




距離恋愛と V の就職を契機として，V との関係が崩壊するのではなく，V と自他分化した
関係を継続できるほど自己が発達している実感を持てて嬉しいのであろうと Co は考え，
＜V と会っていないときでも，1 人でいても不安にならなくなったのは良かったですね＞
と応答した。C は何度も嬉しそうにうなずいた。  
 
（２）修士 2 年次：関係性の深まり：(X＋4 年 4 月～X＋5 年 3 月，#44-#73 及びフォロー
アップ面接) 
C は，母親が未だに V を批判して S との結婚を勧めてくることに困り果て，「V から結
婚を前提に実家に招待されているけど，母親のこともあるので，どうすればいいかわから
ない」とこぼした（#44）。Co は C の代わりに答えを示すことで安心したがっているよう
に感じた。しかし，C がこの局面を自らの力で乗り越えることがさらなる自己の成長につ
ながると判断し，＜C がどうしたいかが大事だと思う＞と応答するに留めた。結局 C は母
親に報告して母親の非難を受けたが，V の実家訪問を決行した（#47）。その報告を受けて，











ますね＞と応答すると，C は黙って涙を流した。  
#48 では，C が V と性的関係を結んだときに，V が事前の断りを C にすることなく，気
分が盛り下がるという理由で避妊しなかったことを知り，V への不信感と怒りを再燃させ
た。「V は V の母親のヒステリックさに慣れているから，どうせ私が怒っても何も感じな
いんです」と V への怒りと諦めの気持ちを込めて話した。それは父親に対する母親の態度
そのものであるように Co には思えた。しかし Co は C がこの話をしたのは，C が V と向
き合うことも願っているではないかを考え，＜淡々と伝えてみてはどうでしょう？＞と提
案した。すると「それは堪えるかも」といたずらっぽく笑った。次の#49 にて，C は Co の
提案に従い，淡々と怒り伝えたところ，V が反省を示すという効果があったと嬉しそうに
報告した。 
#49 にて，V が，避妊の非協力について謝罪しないことや，母親に 1 人暮らしの許可を
とるための交渉を V の父親に任せていることを取り上げて，「V は情けない」と憤った。
そして V との子どもを産むが，1 人で育てる決心をして V に別れを告げる夢を報告した。





でも Co は，C が V への怒りに囚われた発言をするたびに，怒りを受けとめつつも C に現
実的課題への焦点づけを促した。  
しかし，C は研究活動と就職活動をこなす一方，避妊にまつわる V への怒りが収まらず，
V を責め続けた。その結果，V から別れを告げられてしまう（#50）。C はショックのあま
り着替えもできないほど情緒不安定となる（#51）。これらの C の反応は，Co が C の学生
生活への適応に重きを置きすぎて，C の V に対する怒りに共感的応答をしそこねたことに
よって生じた反応であると Co は考えた。つまり，これらの C の反応は，Co が C の自己
対象欲求を満たす機能が十分果たせていない証拠であると考えた。そこで，Co は，C の学
生生活への適応の支えと，C の V に対する怒りへの共感的応答とのバランスを建て直すこ
とに努めた。  
C は以前に V から熱烈に求婚されていたことを理由に，「なぜ別れると言われるのか，
理解できません」と V への強い執着心を示した。C の悲痛な訴えに，感情統制がうまくで
きない C と V の交際継続はもはや不可能かとの悲観的な考えが Co の心の中で浮かんだ。










C が話を聞いてくれない V に不満を募らせて口論になるので，２人とも長電話しないよう
に努力するとの結論で落ち着いた。  
しかし，#53 では V が再び別れを切り出されて，再び関係を修復したことが報告された。
「簡単に別れを切り出すので Cを物のように軽く扱っているみたいで腹が立つ」と嘆いた。
そこで物のように扱わないように要求したところ『まともなことを言ってくれてよかった。
やり直そう』と言われて交際を続けているが，気持ちは晴れないとのこと。＜V が C を物
のようにではなく，人として扱っていると実感するまでは気持ちが晴れないかもしれませ








た。この発言から Co は C の自己の発達が他者に過度に頼らずともやっていける水準にま
で進んでいると感じた。#55 では，C がバイト先の従業員からセクハラ被害に伴う外出恐










C が大学院を修了したらすぐに同居しようと V から求められていたが，C はその求めに応
じず，しばらくは２人の関係を安定させるため別々で生活する考えであることを明かした。 
最終回の#73 にて V が貸したお金を返してくれないことを嘆き，お金を使い込む父親の




を提案したところ，早速 C は自分自身の希望する返済プランを検討していた。  




また，V との交際も順調に継続しているとのことであった。  
 
第４節 考察 
第１項 大学院学生期における C の変化 









の片鱗を示した。   
C は進学後しばらくして自ら好意を寄せる V との交際を希望した。これは恋愛における
自身の視点の発見と考えられる。その後，C は V との交際への母親や叔母の猛反対を受け
るが，母親らに理解を求めながら，V との交際開始を決断して S と別れた。この C の動き
は，母親らと自身の視点の違いを認識した上で相互調整（山﨑，2012）を行う自己への発
達の証であると推察される。交際当初，C は父親に似た暴力的かつ依存的な面をもつ V と
の間で，母親が父親と展開していた自他融合的な関係性に近い関係性を繰り広げ始めた。





へと成長するとともに，V との恋愛関係も安定化させるに至ったと考えられる。  
 















いで C の鏡映自己対象欲求充足の機会が乏しくなり，C は母親との間で適切な形で鏡映自
己対象欲求を満たすことができなかったことが原因であったと推察される。  
 









大学院に入学してまもなく C は自ら好意を寄せた V と性的関係をもった。C 自身が#35
で述べていたように，それまでの C にとって性的関係は自暴自棄の行動の 1 つであった。
しかし V との性的関係はそうならず，真剣に V と交際することを望んだ(#36)。これは，
恋愛における自身の視点を獲得できた証と考えられる。また，この視点の獲得は，#31 や
#35 においてカウンセラーが C の性的行動にまつわる不安に共感的応答をしたことで，C
の鏡映自己対象欲求が充足された証である推察される。  
C は，V との交際に関して，S の時と同様に母親や叔母に意見を求めたが，母親らから
猛反対されて困惑した。それまでの C であれば，この時点で母親らの意見に従って V との
交際を諦めていたと思われる。しかし，この時の C は，反対する母親らに理解を求めつつ
交際することを希望し，母親らへの理解の求め方についての助言をカウンセラーに切望し
た。この C の選択は，カウンセラーを自己対象として機能する他者と捉え，その Co の助
言により自己対象欲求を満たして，自身の視点と母親や叔母の視点を相互調整できる自己
になろうとしていることを示していると推察された。そこでカウンセラーは#36 のように
C の自己の発達を支えるべく A の心理的成長の促進を意識した助言を行った。その助言に
より C は自身の視点への自信を高めて，自身と母親らの視点の相互調整に努めつつ V と
の交際を開始させるに至ったと思われる。その後 C は V との間で性感染症問題や避妊問
題など次々と危機を迎える。そのたびにカウンセラーの共感的応答や助言により C の自己
対象欲求が満たされることで，C は自己の視点と母親や C の視点との相互調整に努め，次
第に V との関係を安定化させていくことができたと考えられる。#52 では C と V がそろ




し，C との関係改善に向き合う意欲を高めるまでに成長した証と考えられる。そこで Co が
C と V のそれぞれの意思を尊重した対応を取ったことがさらに C の鏡映自己対象欲求の





















第５節 おわりに  
以上のように，恋愛問題を抱えていた C は，カウンセリングの中でカウンセラーの共感
的応答と助言により C にとって最も重要な鏡映自己対象欲求が充足することで，自己の凝
























































第２項 女子学生の恋愛の特徴と学生相談における恋愛相談の実態  
 第２章では，大学生を対象とした，恋愛の発達と自己の発達との関連を調べる調査研究
と，学生相談従事者を対象とした，学生相談における恋愛相談の実態調査をまとめた。  
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１ ２ ３ ４ ５ 
２ 私は信頼されている 
１ ２ ３ ４ ５ 
３ 私は理解されている 
１ ２ ３ ４ ５ 
４ 私が行くと喜ばれる 








１ ２ ３ ４ ５ 
６ 私は大切にされている 




１ ２ ３ ４ ５ 
８ 私に優しくしてくれる 





























































 年齢 （       ）歳 
 学年 （       ）年 








































































１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
２ 傷ついたときには人恋しくなる 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
３ 自分がどう感じているかよくわからないときがある 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
４ 自分の周りには極めて特別な人物が多い 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
５ 私の周りにいる人は常に私の欲求を満たしてくれる 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
６ 自分を一つのまとまりとして感じない 




１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
８ どこかに私を認めてくれる人がいる 





１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
10 今までの人生で熱中できたものはほとんどない 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
11 何をしても決して満たされない自分がいる 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
12 気分が沈みがちである 








１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
14  少しでも他人から批判されたりすると気分が大きく
落ち込んでしまう 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
15 世の中にはくだらない人が多すぎる 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
16 集中力が続かない １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
17 親しい人に自分の価値観に合わないところを見つけ
てしまうとがっかりする 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
18 世の中は敵意に満ちている 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
19 他人が思うように応じてくれないと不愉快である 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
20 人と親しくなると，その人なしではいられなくなる 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
21 自分に対して激しい嫌悪感を抱いてしまう 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
22 自分を認めてくれる人に頼ってしまう 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
23 自分には何かを成し遂げられる力がある 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
24 自分をぼんやりとしか感じられないときがある 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
25 世の中に対して不満を感じている 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
26 一瞬たりとも不幸でありたくない 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
27 気分が沈んでいるときには他人に助けてもらいたく
なる 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
28 完璧に物事をこなせないならば，やらないほうがま
しだ 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
29 今の自分とは違う自分になりたい 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
30 自分は価値のない人間だと感じてしまうことがある 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
31 口に出して言わなくても相手に自分の気持ちをわか
ってもらいたい 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
32 自分が話したいときに話を聞いてくれる人がいる 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
33 他人からほめられていないと不安を感じてしまう 



































































１ ２ ３ ４ ５ 
２ 私は信頼されている 
１ ２ ３ ４ ５ 
３ 私は理解されている 
１ ２ ３ ４ ５ 
４ 私が行くと喜ばれる 
１ ２ ３ ４ ５ 
５ 私は認められている 
１ ２ ３ ４ ５ 
６ 私は大切にされている 




１ ２ ３ ４ ５ 
８ 私に優しくしてくれる 





     
 
 
質問５で「１．はい」に○をつけた方  → 質問６と質問７に回答してください。 











































































１ ２ ３ ４ ５ ６ 
恋人の欠点をみつけても，恋人の新た
な一面を発見したようで嬉しくなる 
















  ☐ 異性／同性（恋愛対象）が怖い 
☐ 恋愛を成就させることが難しい 
☐ 恋愛を成就させたあと，交際を続けることが難しい 























































  恋愛で悩んだときに，誰かに相談したことがありますか。 
 












☐ 専門家（いずれかを選んでください：カウンセラー・その他（      ） 














































  学生相談における恋愛相談に関する実態調査  
 
２ 研究責任者 
  徳島大学 キャンパスライフ健康支援センター  







 全国の 4 年制大学 786 校の学生相談機関で学生相談に従事する教職員 786 人を対象に，
2019 年 4 月から 5 月にかけて郵送法によるアンケート調査を実施いたします。本アンケー
ト調査は，学生相談における恋愛問題に対する対応経験に関してお伺いするものです。  




５ 研究責任者連絡先  
  〒770-8502 徳島県徳島市南常三島町１－１  















               学生相談機関名                                      
                                                                           
               学生相談機関長                   印 










１  研究テーマ                                       
 




      住  所  〒770-8502 徳島県徳島市南常三島町１－１  
      名称・職名 徳島大学キャンパスライフ健康支援センター 講師 
































信用封筒にて 5 月 31 日（金）までに郵送していただきます。回答時間は約 20 分です。な










































【研究責任者】徳島大学キャンパスライフ健康支援センター 講師 井ノ崎敦子 
【問い合わせ先】 〒770-8502 徳島県徳島市南常三島町１－１  



















問１ 回答者様の性別をお答えください。  
 １ 男性    ２ 女性   ３ その他（            ） 
 
問２ 回答者様の年代をお答えください。  
 １ 20 代   ２ 30 代   ３ 40 代   ４ 50 代   ５ 60 代以上 
 
問３ 回答者様のお立場をお答えください。  
 １ 常勤カウンセラー  ２ 非常勤カウンセラー  
 ３ その他（         ） 
 
問４ 回答者様の所属の大学の種類をお答えください。  
 １ 国立大学   ２ 公立大学   ３ 私立大学 
 
問５ ご所属の大学の学生数をお答えください。  
 １ 500 人未満  ２ 500 人～1000 人未満  ３ 1000 人～5000 人未満 




問６ 相談者から，恋愛に関する悩みについて語られたことがありますか？  
   １．はい   ２．いいえ （どちらかを選んだ○でかこんでください。）  
 
問７ 問６で「１．はい」を選ばれた方にお尋ねします。  
（１）平成 30（2018）年度における，恋愛に関する悩みを主訴とした相談者の実人数をお
答えください。  
男性（     ）人    女性（     ）人   その他（     ）人 
（２）平成 30（2018）年度における，別の主訴の相談の中で恋愛の悩みを訴えた相談者の
実人数をお答えください。  
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（   ）
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（   ）
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事例１ 来談時の学年：（    ）年  性別：（    ） 
 恋愛関係の段階： 成立前・成立時・継続時・崩壊時・崩壊後・その他（いずれかに○）  










事例２ 来談時の学年：（    ）年  性別：（    ） 
 恋愛関係の段階： 成立前・成立時・継続時・崩壊時・崩壊後・その他（いずれかに○）  














事例３ 来談時の学年：（    ）年  性別：（    ） 
 恋愛関係の段階： 成立前・成立時・継続時・崩壊時・崩壊後・その他（いずれかに○）  



















































































































































































































































































































































































 最後に，身近で応援し続けてくれた家族に，心より感謝を伝えたいと思います。  
